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「自然と人の関係性を計るモノサシを作れないだろうか？」
この曖昧かつよくわからない問いかけに応じていただいた皆様にお礼を申し上げます。そして多くの地域の皆様と共にワー
クショップを開催できたこと、多様なイベント等々に参加できたことは光栄であり、有意義な3年間でした。
多くの方の協力なくしてこの事業はできなかったと思います。
モノサシを作るという当初の目的のうち「モノサシの作り方」はできたと感じています。が、「モノサシを作る人」と「モノサシ
の使い方」への踏み込みは浅く、今後への課題となりました。
現在いくつかの地域でこのモノサシ作りが刺激となって、新たな展開を迎えています。大月町では「笑顔」というモノサシが
地域での様々な取り組みによい影響を与えてゆくでしょうし、香美市においては「休耕田の活用≒地域の農作物生産」とい
う形で動き始めています。室戸市の日南（ひなた）地区では地域計画立案の動きが見え始めていますし、高知市内の主婦
グループからも、これをきっかけとした社会の仕組みのあり方への勉強会を継続する動きがあります。
また、新しいモノサシとなる可能性を秘めたＳＤＧｓ目標の地域展開への応用や、生物多様性と地域、あるいは持続可能
な社会構築のためのワークショップへの応用などの提案も聞こえてきます。
新しい世代からは、「シフトチェンジ」や「トランジション」あるいは「エシカル」などの消費行動の指針においてのヒントの
共有もお聞きしています。
小さな地域といえども拡大しつつあるグローバル化の影響から逃れられないでしょう。各地域、そして各自が考え行動しな
くてはいけない時代になります。その時にこのモノサシの取り組みがお役に立つとしたら、それはこの上ない喜びです。事
業は一旦区切りをつけますが、「モノサシを作る」という事業は継続いたします。これを読んだ皆様からの声掛けをお待ちし
ております。

各地域や団体の皆様には大変お世話になりました。この場を借りて御礼申し上げます。
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